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は じ め に．

　 ア ト ピー
性気管支 喘息，ア レ ル ギ

ー
性 鼻炎，ア ト ビ ー

性皮膚 炎 と い う
一

連の ア レ ル ギ
ー

疾 患 に お い て ，家塵

ダ ニ と し て の Demiatophagoides 属の ダ ニ が主要 な位

置 を 占め る こ とは よ く知 られ て お り
1 ）
−Sl

，
　 H 本 で は そ

の 中 で 特 1・：　Derm7toがhagoide ．fbrittae （以下 D ．加 ・

inae） の 役割 が 宮本 ら
側

に よ り強 調 され て い る，　 D ．

危痂 聯 エ キ ス を用 い た 減感作療法 が近年 各施 設 で 行

わ れ る よ うに な り．減 感作療 法 の 有効 性 を判 断す る上

で D ．fan
’
n・ae 特異 的 lgG抗 体 の 測 定は ひ と つ の 揖標

を与 え て くれ る こ と が考 え ら れ る．今 回 我 々 は
，
D ，

海ガ欄 6 に 過敏な 気 管支喘 息 患者 血 清 中 の D ．ル厂〜雌 8

特 異的 lgG 抗体 を radioallergosorbent 　 test （lgG −

RAST ）で 測 定 す る こ と を試 み る と と も に ，ほ か の IgG

抗体 測定 法 で あ る double　 antibody 　 antigen ・binding

assay や protein　 A を 用 い た solid −phase 　 radio −

irnnlunoassayとの 比轍 討 を行 っ た ．

方　法

対象 ：D ．farinaeに 対 して 璽 膚 テ ス トで 陽性 を 示 す

Abbreyiations：　 BBS ： borate　 buffered　 sa ｝ine；

BSA ： bovine　serum 　albumin ； DEAE ： diethy1・

＆ minoethy1 ，　D．　f∂厂ドr｝∂e　r　Dennatop；  oゴゴεs　丿をax −

inae 弓　PBS ：　phosphate 　buffered　 saline 　l

RAST ：　radloaUergosorbent 　test ： THB ： Tris．

hydrochloride　bu琶er

気管支鳴息患者65症例を対象 と し た ．内 訳 は，D．　far・

inae エ キ ス で 減感作簾法を行 っ て い る も の 25例 ，
ハ ウ

ス ダ ス ト で 減感 作療法 を行 っ て い る もの 16例，減感作

療法 を行 っ て い な い もの 24例 で あ っ た．対 照 と し て 非

ア ト ピ ー性健常人 10人 を選ん だ，

　抗原，抗血清 ：D 、血ガη磁 抗原 は 鳥居薬 品 よ り供与

され た 凍乾末を使用 し た ． ヨ
ード標識抗原は ，透析 し

た D．farinae溶液を Kli  an 　 and 　 Taylore｝の 方法

で
izsl

で 標 識 し た も の を使用 した． 12SI
標 識 ウ サ ギ抗

ヒ ト IgG・Fc （Pharmacia社 ） ｝よ，シ オ ノ ギ 製薬 よ り

供与 され た ．

　double　antibody 　antigen ・binding　assay ：伊藤 ら の

方法
7 〕

に 従 い borate　buffered　saline （BBS ）．pH 　8．0で

10倍 希釈 し た 破 検 血 清 50μ 1に 1251
標 識 P 、farinae溶

液50μ 1（約30　x 　IO斗

cpm ）を 力口え 37℃ で 1 時間 イ ア キ ュ

ベ ー
ト し た 後．最適比 の 2倍 量 の ウ サ ギ 抗 ヒ トlgG血

清 （Behrin毅 verke 社） 500μ iを加 え37℃ で 1 時間， ひ

きつ づ き 4 ℃ で 一晩 イ ン キ ュベ ート し た．140 g15 分

遠 心 で 沈 殿 物 を BBS で 3 回 洗 浄 後， ガ ン Y カ ウ ン

タ
ー

（ア 卩 力 社 ） で 沈殿物 中 の 放射 活性 を測定 し た ．

　 protein　A　solid −phase 　radioimmunoassay ： borate

buffered　saline （BBS ），　pH 　8．0で 10 μgf
’
ml に 調整 し

た protein　A （Pharmacia 社）を 1ml ず つ 10x70mm

ポ リ ス チ レ ン 千 一ブ 〔シ オ ノ ギ ） に 加 え， 3時間静 置

後，吸引 し phosphate 　buffered　sa 】ine（PBS ），pH 　7、4

で 3 回 洗浄 し た ，1 ％ ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ソ （以 下 BSA ）

加 PBS を加 え室温 で 3 時 間静置 し残存 付着 部位 を塞

い だ 後． 1 ％ BSA お よ び O．1　？・6　Tween ・20加 PBS （in・

cubation 　 buffer；’で 10倍 希釈 し た 鞍検血 清 1m1 を加
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え室温 で 3時聞反 応 さ せ る．吸 引 し incubation　buffer

で 3 回 洗 浄後
！！fil

標識 D． 廊厚鞍 溶蔽 1ml （約 10×

1  4cpm
＞を加 え 4 ℃ で

一
晩イ ソ キ ュベ ー

トす る．吸引

洗浄後 チ ューブ に 残 存 す る 放 射 活性 を ガ ン
’

マ カ ウ ン

タ
ー

て 測 定 し た ．同時 に BSA の み 付着 さ せ た チ ュー

ブ に つ い て も測定 を行 い ，protein　A 付着 チ ュ
ーブ の

放射 活性 値 よ り BSA 付着 チ ュ
ーブ の 放 射活 性値 を引

い た 値 を proteln　A に 結 合 し た ∠），．亀跏 擢 特異的 IgG

抗体 の 放 射 活性 値 と し た ．background の 放 射活性値

は 約 24 OCpm ，　 BSA 付着 チ ＝一プ の 放 射 活 性 値 は 約

2300−2500cpm で あ り 、
こ の 放射活性 値は 1251

標識 D ，

，  カZ衄 の 非 特異 的 な チ ューブ へ の 吸 着 に よ る も の と

考 え ら れ た ．

　 IgG−RAST ；   、ユ5M 　Tris−HCI 　buffer （THB ）．　pH

7．6で 10μ9f
’
ml の 濃i隻に 調製 し た D ．　fartnae　ig液を ボ

リ ス チ レ ン チ ューブ に 1ml ず つ 加 え， 4 ℃ で
一晩静

置 し 、 吸 引 お よ び THB で 3 回洗 浄後 ， 1％ BSA 加

THB 　 2　ml を加 え室温で 3 時間静置 し た ．吸引後 1％

BSA お よ び O．1％ Tween ・20加 THB （incubation

buffer） で 100倍希釈 し た 被検 血清 lml を加 え て 室温

で 3 時 間 イ ン キ ニ ベ ー
ト し た ．吸 引 後 incubation

bufferで 3 回 洗浄 し，
125

｝標識抗 IgG　lml （約 250 O

cpm ）を 加 え室温 で
一

晩 静置 し た ，吸引洗浄後 チ ューブ

に 残存す る 放射活性 を ガ ソ マ カ ウ ア タ ーで 測定 し た ．

同時 に BSA の み を付着 さ せ た チ ューブ に つ い て も同

様 の 操作 を 行い
， D ，扣 肋 3齟 付着 チ ューブ の 放 躰 活性

値か ら BSA 付 着 チ ューブ の 放 射活 性 値 を 引 い た 値 を

n 毒加 駕 に 特異的 な放射 活性 と し た ．各測定 は，du・

phcate あ る い 1・X　triplicate で 行 い ，測定 値 の バ ラ ツ キ

は 約 4 ％ で あ っ た ．ま た BSA 付着 チ ＝一ブ の 放 射 活

性 は 約 100−200cpm で あ り natural 　background と の

差 は わ ず か で あ っ た ．

　 チ ューブ に 加 え る D．廊2物 麗 溶液 の 濃 度 は 以 下 の

ご と く決定 した ．⊥251
標識 D ．泡幼 瓢 σ を種 々 の 濃度 で

チ ＝一ブ に 加 え，4 ℃ で
一

晩静置後，吸 引洗浄 し チ ；
一

ブ に 残 存 す る 放射 活 性 を測定 し た ．Fig．1に 示す よ う

に ，お よ そ 10μ g〆ml 以一ヒの 濃度 な らぽ付着量 は ほ ぼ プ

ラ ト
ーと な る の で，standard 　assa ｝

’
で は IOμ g／ml の 濃

度 を 用 い た．

　被検 血清 の イ ソ キ ュベ ー
シ ョ ソ 時 間 は 以 下 の ご と く

決定 し た ．ゲ ル 内沈降反応 で D ．　fa　rfuae と強 い 沈 降線

を 形 成 す る 患者 HJ ．の 血 清を 用 い イ ア キ ュベ ーシ ョ

ン 時問 を変 え た 場 合 の 放 射活 性 の 変化 を 検討 し た ．

Fig．2に 示す ご と く 約 3 時 間 後 よ り 反 応 は ほ 蔭 ブ ラ
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コ

o
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　Fig　2．　 Tirne　course 　of　binding　of 　anti −lgG 　in
each 　serum 　dilution．

卜
一と な る の で ．standard 　 assav で は イ γ キ ュ ベ ー

シ ョ ン 時間 を 3 時 間 と し た ．

　IgG−RAST 測 定 饐 の 標 準化 ：測定 さ れ た 放 射活性

を IgG 量 と し て 表 現す る 舅 的 で ， ま ず前出 の H ．1．血 清

中 の 1）．ノ観 泌 2 特異的 IgG 抗 体量 を設定 し，次 に HJ ．

血 清 を用 い て 標 準曲線 を作製し．各被検 血 清中 D ．　far−
inae特 異的 lgG 抗体 量 を グ ラ フ よ り算出 し た ．具体的

に 以 下 の 操作 を 行 っ た ，1） ヒ ト ガ ン マ ダ 卩 ブ V ン （緑

十字 ）ig　DEAE セ ル ロ
ー

ズ カ ラ ム に 通 し て 集め た IgG

を
］ 251

で 漂識 し， 1x100cm 　Sephadex　G・25　fineカ ラ

ム に 通 し放射活件 の 第 1 ピ ー
ク を集 め た ，同量 の IgG

を同 等 の カ ラ ム に 通 し 第 1 ピ
ー

タ に 相等す る フ ラ タ

シ ョ ン の IgG 含 量を吸 光度計 で 測定 し．　 IgG 単位 量 当

N 工工
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り の 放 射 活 性 を 算定 し た ，2） 1251
標 識 ヒ ト IgG を

Tris−HCI　bufferで 調 製 した 各 漫度 で ， チ ュ
ーブ に 加

え， 5 時 間 室 温 で 静 置 後．吸 引洗 浄 し，incubation

bufferを加 え た 後室温 で
一

晩静置 し た ．再 び吸引洗浄

後チ ューブ に残存す る放射活 盤 を測定 し，チ ューブ に

付 着 した IgG量 を算 出 した （Fig．3）．3）未標識 ヒ ｝

IgG を 2）と同濃 度 で チ ューブ に 加 え， 5 時間 イ ソ キ ュ

ベ ー
ト 後吸 弓i洗 浄 し

1251
標識抗 ヒ ト IgG を加 え

・
晩

静置 し，吸引洗浄後残存放射活性を測定 し た （Fig．4・

a ）．同時 に ，H 、1．血 清 を IgG・RAST の 予備 実験 で 最も

低 値 の 放射 活 性 を示 し た 正常人 血 清で 顧 次希釈 し て

JgG−RAST を 行 い ，各希釈 に 対す る 残 存放射 活幡を 測

定 し た （Fig．4−b）．な お 血 清 の イ ソ キ ューベ ー
シ ョ ソ

時間 は 充分 に 反応 させ るた め 5 時間 と し た ．2）3）の 測

定 は tripl｛cate で 行 っ た ，各希釈 に 対応す る放射活 性

を Fig，4・a よ り IgG ：量に 換算 し，更 に：希釈倍 数 を1卦け

て μ9／ml で 表 し た ．得られ た 数値 の うち で 最大値 で あ

る 152μg ∫ml を H ．1．血 清中 に 含ま れ る D ．　fariture　＃．

で

こ

コ
OnOOO

一・一‘
峯

90nD　

3

200

100

　
o
　　 　　　 。9／mi

　 　 　　 　 Concentration 　of 　
【「Sl−1巳G

　Fig．3．　 Amount 　of
］： sl ・lgG　attached 　to　the　tubes

in　 each 　concentration 　of 　
nsl −lgG、

cpm3000

0002

OOO

つ

52uL6

凶

＝
芒
く

cpm5000

　 4000

？
3n30eotJ

魅 2。。o

≡≡
ξ leo。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Serum 　 concentration

O　　　　　　 100　　　　　　2DO　　　　　　3GOng

　 　 　 　 　 lgG　 bound

　　　　　　4 （a ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4 （b）

　Fig．4．　 Determination 　 of 　the　amount 　of 　D ．『勉万愬 6−specific 　lgG　antibodies 　in　the

reference 　seru 皿 　（H 」．）．

　 （a ） The 　correlation 　between しhe　amount 　of　bound 　IgG 　 and 　the 　corresponding

radloactive 　counts 。 f　anti ・lgG ，

　 （b） The 　 correlation 　 between 　the ⊂ oncentration 　 of 　 reference 　 serum 　 and 　 the

corresponding 　radioactive 　counts 　of 　 anti −lgG ．

　 The　 radioactive 　counts 　 of　anti・lgG 　bound 　in　 each 　 concentration 　 o 正 reference

serum 　was 　converted 　to　the 　amDunt 　of　 lgG　with 　the　line　shown 　in （a ）．　 The

caicu ｝ated 　amount 　of 　IgG　was 　then　m 山 iplyed　with 　each 　dilutien　coe 伍 clent ．　As

IgG　did　not 　bind　to　the 　tubes 　over 　about 　280ng　as 　shown 　irユ Fig．3．　the　determina−

ti  n　of　the　amount 　of　lgG　was 　carried 　out 　in　the 　dilutions　where 　the　bound　IgG

were 　below　280n9．

−t

％ o
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霽 曽 驪
bd 陽 ated （A ）a 〔d　 non −iodinnted（B）　Mite ．5pec ・fic　IgG（G ）
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GO 凵 Pled 　to　the　しube

／
　 Washed

　　↓
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：ffl −anti −19G（ヌ）

　　↓
　 Wash 巳d

／
・K

ノ　 

↓

＼

臨
↓

　 　 　 　   un 辷εd 　b 》　a 凵to 　ga耐  　OO 凵nter

　　　 ↓　　　　 丶 ／
Qu 薗 nt ：ty 　of 　retaiA 巳d　　Re ヒained 　rad ｝oaot ．Vlty 　of
l匿Goen 　 be 　 celucu −　　 ・25Lant

回 gG 　 cen 　be　 con 》erted

』 セed 　by　sP9 じific　　　　　to　しhe　quan セ‘t
ソ　of 　IgG 　by　the

εctlvity 　　　　　　　　　　　　result 　of 　the 　lefヒ

　 Fig，5．　 The 　procedure 　to　deterrline　the　amount

of 　D．扣ガ襯
一spec 玉丘c　IgG 　ant 藍bod　ies三nth ｛∋r芒 ference

serum ．

異的 IgG 量 と設定 し た．上記 の 燥作 の 概略 を Fig，5 に

示 す．

．結 　果

　IgG −RAST と double　 antibody 　antigen ・binding
assay との 比較 ：両法 で 19例 の 血 清 に つ い て D ．　 far・

inae特異的 IgG 抗体 に 対 す る 放射活 性を 測定 し，両 法

間 の 帽 関 に．つ い て 検討 し た ，F｛g．6 に 示す よ うに 両 法

間 に は r ＝ O，90，p 〈   ．OO1 と 良 い 相関が認め ら れ た ．

　IgG−RAST と protein　A 　soliCl ・phase 　radioimmuno ・

assay と の 比 較 1 ユ4例 の 血 清 に つ い て 両法で 測 定 し た

結 果を Fig．7 に 示 す，両 法間 に は r ＝0，88，
　 p 〈 O．O  1

と 臭 い 相関 が 認 め ら れ た ．

　IgG・RAST ：減感 作施行群 お よ び未施行群 に つ い て

の 測 定結果 を Fig．8 に 示す，健常 コ ン ト ロ ール 群 の 平

均値 は 4 ．3士 2．5μglm1 （：mean ± 1SD ） で あ り，正 常域

上 限 を6，8μ g／ml に 設定 し た ．　 D ．　Xlarinaeエ キ ス で 減

感 作 を 行 っ て い る 25例 に つ い て の 測 定値 は ，3、2か ら

179 ，7μg／ml で ， 平均 26．1 （± 39．8）μ glml で あ っ た ．

3 例 を除 い た 残 り の 症 例 で は lgG 抗体値が 正 常 域 上

02
曽
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n
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限 を越 え て い た ． ハ ウ ス ダ ス トで 減感作 を行 っ て い る

16例 に つ い て の 測定値 は 6．5か ら110、 μg／m 】で ，平均

23 ．9 （± 29，3）μg／m1 で あ っ た ． 1 例 を除 い た 全餾で

lgG 抗 体値 は 正常域 、．ヒ隈を 越 え て い た ，一方減感作 療

法 を 行 っ て い な い 24例 で は
， 約半 数で IgG 抗体値が 正

常域上 限 を 越え て お り，平均 は 21．6（± 35．6）μg／m1 で

あ っ た ．こ れ ら 各群間 で の unpaired 　t・test に よ る 有意

差検定 で は ，健常 人群 と ハ ウ ス ダ ス ト減感作群 と の 間

の み に 有意差 が認め られ た （ρ く   ．05）が
， 未減感 作 群

また は ダ ニ 減感作群 と の 間 に は 有意差 は な か っ た．ま

た ハウ ス ダ ス ト減感作群， ダ ニ 減感作群 お よ び 未 減感

作群 の 3者 間 に は ，それぞ れ有意差 は な か っ た．

　 1年 以上減感作療法 を 行 っ て い る 8 例 （D ．々 ガ鷹

4 例 ，

ハウ ス ダ ス ト 4 例） に つ い て 減感作療法 前後 で

の IgG 抗体値 の 変動 をみ た 結果 を Fig．9 に 示 す，減感
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　The 　 area 　 o 正 the　obhque 　 lines　 represents 　 the

normal 　 range ．

作前 で は 8例 中 5 例 で 抗 体値 が 正 常域 内 に あ っ た ．減

感作後で は 8 例 中 5例 （D ．fan
’
1vae 　3 例 ，ハウ ス ダ ス

ト 2 例）で IgG 抗体は 増加 し，そ の 増加 率 は 減 感作施

行前の お よ そ 2 な い し 3倍 で あ っ た．

考　察

　DennatoPhagoides属 の ダ ニは ハウ ス ダ ス ト に 含 ま

れ る 主要抗原で あ り
1｝−31、 ア レ ル ギ ー

疾患 の 病 暇 と し

て 重 要 な 位 置 を 占 め ，目 本 で は 特 に ，Derntato・

piitrgoides　farinaeの は た す役割が 宮本 ら 95 ，の 研究 に

よ り確認 さ れ て きた ．

　 D ．ル 廟 αε 特 異的 IgE 抗体 の 測定 は ．　 paper 　discを

用 い た IgE−RAST に よ り広 く行わ れ て きて い る．
一

方

DernzatoPhagoides特異的 IgG 抗体 の 測 定 に 関 し て は

今 日 ま で double　antibody 　antigen −binding　assay7P
−9 ｝

や Delespesse ら
剛

に よ る
i251 −protein　 A を 用 い た
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　Fig．9．　 The 　 comparison 　 of 　 the 　 amounts 　 of 　 D ．

並〜再η召．e−specific 　IgG　and 　IgE　antibodies 　before　 and

a ξter　immun   therapy ，　An 　 open 　circle 　indicates　the

patient　treated　with 　house 　dust，　and 　a 　dosed 　c玉rcle

indicates　the　patient　treated 　 with 　D ．ヵ”ηα 6．　 The

area 。 f　 the 　 obhque 　 lines　 represents 　 the　 nomal

range ．　IgE　antlbodies 　speci 歴c　to　1）．ノlzn
’
nae 　、vere

measured 　by　a 　conventional 　 method 　employing 　the

Phadebas　RAST 　kits（Pharmacia　Diagnostics．）．

protein　A 　solid −phase　radioimmunoas “9ay の 報告が あ

る が ，IgG−RAST に よ る 測定 の 報 告 は 未 だ な い ，　 dou−

ble　antibody 　antigen −binding　assay に は ，一
度 の ア ッ

セ イ で 処理 で きる検体数 に 阻 り がある，非特異的 に 結

台す る 放射 活 性 が 多 い と い う難点 が あ る ．protein　A

｝1　lgG の Fc 部分 に 特 異 的 に 結合す る と さ れ て い る

が ，IgG　 3 サ ブ ク ラ ス と は 結合 し な い
， わ ず か で は ある

fi1　lgA，　IgMii）
− 131

と反応す る とい う欠 点を もつ ．　 IgG−

RAST は ア レ ル ギ ー
の 分 野 で は 真菌類 の ア ス ベ ル ギ

ル ス
14 ）’s ）や ハ チ 毒

ls 〕に つ Ll て 行わ れ て きた ．今 回 の

我 々 の 検索 の 結果 D ．farhvae特異的 IgG 抗体 の 測 定

に 関 し て は ，RAST と double　antibody 　anUgen −bind・

ing　 assay あ る い は
1251 ・antigen を 用 い た protein　 A

solid −phase　radloimmunoassay と の 間 に 非 常 に 良 い

相 関 が 認 め られ た ．こ の こ と は IgG−RAST が 他 の 2 法

と ほ ぼ 同等 の 感度 を 有 し て お り D ，血”鷹 特異 的

IgG 抗 体 の 検 出 に 有用 で あ る こ と を示す も の と考 え ら

れ た ．

　次 に 我 々 は ，王gG −RAST で 測 定 さ れ た 放 射 活 性 を

IgG 量 に 換算す る こ とを試 み た．患老 血清 よ り D ．　for−

itlae特異的 IgG 抗体 を比 較的多量 に 得 て ，そ れ を用 い
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坂 本 芳 雄他

た 標 準 曲 線 を 作 製 す る こ と は 困 難 で あ っ た の で

．Aotsuka” ）ら が用 い た 方法 に 準 じて 定量化 を行 っ た ，

すな わ ち ，
チ ューブ に 付着 し て い る D ，海ガ麗 θ に 反応

し た IgG 量 を も っ て 血 清 中 に 存 在 す る IgG量 と み な

した，こ の 方法 で “X　D ．ノaル 魏 6 と結合 し て い な い 液相

中 に 含まれ る特 異的 lgG 抗体 に つ い て は 損司定 し て い

な い の で 得 られ た 値 は 絶薄量 で は 決 し て な い 。

　今回 の 研究 で は シ オ ノ ギ製 ポ リス チ シ γ チ ュ
ーブ を

使用 し た が， チ ューブ の 種 類 あ る い は チ ュ
ーブ の か わ

り に マ イ ク ロ ブ V 一
ト を使 うこ とで 抗 原付着 量 が 異 な

る こ と が 予想 さ れ る．抗原付着量 が 多 い ほ ど RAST の

感度 もあ が る と思 われ る の で ， こ の 点の 吟味も今後必

要 と思わ れ る．

　ま た 今回 の 研究で は シ オ ノ ギ 製 薬 よ り供 与 され た

Pha   acia 社 製
乙 251

標識抗 ヒ ト IgG を 使用 し た が，

我 々 が作 製 し た ユ
珂 標識 抗 ヒ ト 王gG で も同様 の 結果

を得 て い る，純化 し た 抗 ヒ ト IgG が得 られ れ ぽ ，ポ リ

ス チ レ ン チ ュ
ーブ を 用 い た lgG −RAST は 操作 が 簡 便

で あ り，非特異 的放射 活性 の 結 合 も少な く，
一

度 の ア ッ

セ イ で 多数 の 検 体 を処理 で き る とい う利点を もつ と思

われ る．

　本 論 文の 要 旨は 第 31回 日本 ア レ ル ギ ー
学 会 総会 に お い て

発表 し た ．
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Com

  MEASUREMENT  OF  lgG ANTIBODIES  SPECIFiC

    TO  DERMATOPHAGOIDES  EARileMAE BY  lgG-

      RADIOALLERGOSORBENT  TEST  <RAST)

parison with  Double Antibody Antigen-Binding Assay  and  Pretein A

            Solid-PhaseRadioimmunoassay

            Yoshio Sakamoto, Takemasa  Nakagawa,  Koii Ito and

                        Terumasa Miyamoto

Dopartment ofMedim'ne and  Phivsiaal Therapt', School ofMedicr'ne, Unizvrrsily o.f  7bdye

   A  new  method  for measurement  of  lgG antibociies  was  developed by  using  ancigentoated  polystylene  tubes and

i2iT-anti-IgG-Fc.  The  sera  from 65 asthmatic  patients with  positive skin  reaction  against  house  dust mite,  Dermato-

Phagoictes fan'nae (D. fan'nae), were  studied  for the measurement  of IgG antibodies  specific  to D  fJan'nae by  IgG-RAST,

The results  of IgG-RAST  were  eompared  wilh  double antibedy  antigen-binding  assay  and  pretein A  solld-phase  radio-

iinmunoassay, There was  a  gc}od correlation  bets'een IgG-RAST  and  double  antibody  antigen-binding  assay  {r=O.90,

P<O.OOI), and  to protein A  solid-phase  radioirnrnunDassay  (r=O.88, P<O.OOI). Thirty-seyen eut of the 41 patients re-

ceiving  immunotherapy with  D. fort'nae, or  hellse dust extract  had IgG antibodies  exceeding  the normal  upper  lim{t

(6.8 pgiml),  In about  half of  the  patients not  receiying  immunetherapy. the aTnount  of  IgG antibodies  exceeded  the nor･

rnat  upper  ]imit. Eight patients were  evaluated  for IgG antibody  amount  before and  after  irnmunotherapy, In five of

them  IgG  antibe<ly  amaunt  after  {mmunotheTapy increased approximately  t"'o to threefold above  the  amoumt  before

immunothefapy.

NII-Electronic  


